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光
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し
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「
宿
毛
ま
ち
の
え
き
　
林
邸
」

　

3
代
に
わ
た
っ
て
大
臣
を
輩

出
し
近
代
日
本
の
発
展
を
リ
ー

ド
し
た
「
林
家
」
が
所
有
し
て

い
た
歴
史
的
価
値
の
あ
る
邸
宅

を
最
新
の
建
築
技
術
を
駆
使
し

て
改
修
し
た
「
宿
毛
ま
ち
の
え

き　

林
邸
」
は
、
宿
毛
歴
史
館

と
連
携
し
た
「
歴
史
観
光
」
の

推
進
や
、
特
産
品
を
活
用
し
た

産
業
振
興
の
場
と
す
る
等
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、レ
ン
タ
ル
利
用
が
可
能
な
本
館
和
室
で
は
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ「
ま
ち
づ
く
り
」の
中
心
と
な
っ

て
、
住
民
交
流
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
初
　
ダ
ム
壁
面
を
活
用

「
横
瀬
川
ダ
ム
　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
」

　
令
和
2
年
3
月
に
完
成
し
た
横
瀬
川
ダ
ム
の
壁
面
に
、
日

本
初
と
な
る
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
を
設
置
し
ま
し
た
。
高
さ

約
72
m
の
ダ
ム
壁
面
に
、
地
上
か
ら
高
さ
約
63
m
の
場
所

か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
、
全
長
8
m
程
度
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

コ
ー
ス
を
2
コ
ー
ス
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
釣
り
や
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど
の
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
、
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
電
動
ア
シ
ス
ト
付
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
、

自
然
・
体
験
型
観
光

の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　宿毛市の重点施策を「７つの理念」に集約し、「地域力」あふれるまちづくりに取り組ん
　でいます。

産業振興
基
幹
産
業
の
底
上
げ
で
、
新
た
な
雇
用
を

　

農
業
後
継
者
の
確
保
・
育

成
を
図
る
た
め
、
農
業
研
修

機
関
と
し
て
、
J
A 

高
知

県
と
共
同
で
「
一
般
社
団
法

人
ス
タ
ー
ト
ア
グ
リ
カ
ル

チ
ャ
ー
す
く
も
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
で
は
、

イ
チ
ゴ
の
栽
培
を
中
心
と
し

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ

き
、
安
心
し
て
農
業
研
修
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
を

整
え
、
市
内
外
か
ら
農
業
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

２
年
間
の
研
修
を
受
け
た
後
は
、
市
内
で
農
家
と
し
て
独
立

就
農
で
き
る
よ
う
農
地
や
ハ
ウ
ス
の
取
得
な
ど
の
情
報
提
供

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　宿
毛
の
魚
を
世
界
へ

　
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
の
海
外
輸
出
に
も
対
応
可
能
な

衛
生
基
準
を
満
た
し
た
水
産
加
工
施
設
が
整
備
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
今
後
、
宿
毛
湾
産
の
魚
の
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化

を
通
じ
て
水
産
業
の
底
上
げ
や
地
域
活
性
化
に
繋
が
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
漁
業
者
の
所
得
向
上

や
活
力
あ
る
漁
村
づ
く
り
を
図

る
た
め
、
水
産
物
の
安
定
供
給

や
高
付
加
価
値
化
を
目
指
し
、

「
す
く
も
湾
中
央
市
場
」
の
さ
ら

な
る
機
能
強
化
や
加
工
品
製
造

施
設
の
拡
充
、
後
継
者
育
成
な

ど
を
促
進
し
ま
す
。

産
業
振
興

観光振興

高
齢
化
社
会
対
策

文
化
芸
術
と

ス
ポ
ー
ツ
振
興

防災対策
命
を
守
る
・
命
を
つ
な
ぐ

　
大
規
模
災
害
時
に
お
い
て
、
大
き
な

力
を
発
揮
す
る
「
自
助
」
や
「
共
助
」

の
意
識
醸
成
や
活
動
へ
の
助
成
に
取
り

組
み
、「
公
助
」
と
し
て
の
対
策
に
つ

い
て
も
国
、
県
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
直
後

の
「
命
を
守
る
」
対
策
、応
急
期
の
「
命

を
つ
な
ぐ
」
対
策
、
復
旧
・
復
興
期
に

お
け
る
「
生
活
を
立
ち
上
げ
る
」
対
策

は
、
短
期
的
・
中
長
期
的
な
視
点
の
も

と
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ

　
災
害
復
旧
・
復
興
の
司
令
塔
で
あ
り
、
災
害
対
応
業
務
の

指
揮
を
行
う
市
役
所
庁
舎
を
、
津
波
の
被
害
を
受
け
な
い
高

台
に
移
転
し
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
の
実
効
性
の
向
上
の
た

め
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
整
備
し
、
津
波
浸
水
想
定
区
域
に

あ
る
公
共
施
設
で
可
能
な
も
の
は
高
台
移
転
に
向
け
て
検

討
・
実
施
を
す
る
な
ど
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
大
災
害
が
発
生
す
る
前
か
ら
、
ま
ち
の
将
来

像
を
検
討
し
、
被
災
後
の
ま
ち
の
復
興
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
計
画
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
３
年
度
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
た
、
四
国
横

断
自
動
車
道
「
宿
毛
内
海
道
路
」
は
、
高
台
の
庁
舎
北
側
を

通
っ
て
宿
毛
新
港
へ
と
連
絡
す
る
ル
ー
ト
で
あ
り
、
災
害
発

生
時
に
お
け
る
外
部
と
の
ア
ク
セ
ス
道
と
し
て
大
き
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。


